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放射性物質による汚染底質の対策技術ガイドブック(暫定版)の作成について 

一般社団法人 水底質浄化技術協会 技術委員会 ○江原仁 山田耕一

１．はじめに 

 東日本大震災に起因した東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質は、周辺の大気、水質、

土壌に拡散し、今も海洋・河川・湖沼等の底質に蓄積されている。底質の除染は、水底では水の遮へい効果があり緊

急性は高くないとされているが、食物連鎖を通した放射能の生物濃縮や浚渫による水面上への移動等の影響を考える

と対策が必要である。当協会の技術委員会では、過去に発行したダイオキシン類汚染底質対策技術同様、今回は放射

性物質による汚染底質の対策技術についてのガイドブックを自主研究でまとめ、平成27年3月に発行した。 

２．ガイドブックの構成 

本ガイドブックの目次を以下に示す。総説、調査、対策工法の３編と用語集から構成されている。

２．１ 総説 

 まず、放射能および放射性物質とは何かという説明から始

め、その後に放射性物質による水域の底質・水質等の汚染状

況をまとめた。さらに、放射性セシウムの水質や土壌・底質

中における挙動や、魚等への放射性セシウム濃縮係数等の関

連データについてまとめた。また、排水、排ガス、飲料水、

廃棄物、汚泥、食品等の放射能に関する基準値についてもま

とめた。

２．２ 調査 

底質の放射性物質についての概況・精密調査方法について、

ダイオキシン類の調査方法等を参考にまとめた。また、底質・

水質の放射性物質の測定における試料採取方法、放射性物質

の測定・分析方法を文部科学省の方法を中心に示した。 

試験方法では、処理対策検討のための分級洗浄試験、固化

処理土の溶出試験、吸着試験等の各試験方法も示した。なお、

浚渫時の濁りの発生が周辺の水域に影響を与える恐れがあ

るため、水の濁りと放射性物質濃度の関係の試験方法および

当協会での試験実施例を示した。

２．３ 対策工法 

 第１章で対策工法についてまとめた。底質の放射性物

質による汚染底質の対策工法としては、原位置処理と掘

削除去処理が考えられる。前者には覆砂工法と原位置固

化処理工法があり、後者には底質の放射性物質濃度等に

より、図１に示すような浚渫（掘削）後の各種の処理処

分方法が考えられる。第２章以降は、覆砂、原位置固化

処理、浚渫・掘削除去、中間処理・排水処理の各工法に

ついての技術の詳細や適用性を示し、第６章では汚染底

質対策の試験事例を紹介している。さらに第 7章では、

被ばく低減対策等の安全管理についてまとめた。

３．今後の課題 

 放射性物質は、土粒子の粒径の細かい部分で濃度が高く、水の濁りと濃度が比例する。このため、当協会が過去に

検討してきた水銀、PCB、ダイオキシン類等の有害物質対策技術を適用できると考えられる。しかし、放射能は完全

になくすことができないという点が異なると共に、底質の除去の考え方（除去基準、処分場所等）も明確でないため、

各現場の状況に応じた対策技術の適用について考える必要がある。
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